
全旅連の運営と宿泊業界の今後
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全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅
連
）

の
第
１
０
２
回
全
国
大
会
が
６
月

日
、
札
幌
市
内
で
開
か
れ

る
。
昨
年
の
通
常
総
会
で
第

代
会
長
に
就
任
し
た
井
上
善
博

氏
（
福
岡
県
原
鶴
温
泉
・
六
峰
舘
社
長
）
に
１
年
間
の
回
顧
、

今
後
の
組
織
運
営
を
聞
い
た
。
（
聞
き
手
＝
本
社
・
森
田
淳
）

―
―
会
長
に
就
任
し
て
１

年
。
現
在
の
心
境
と
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
振
り
返
っ
て
。

昨
年
６
月
の
通
常
総
会
で
正

式
に
会
長
就
任
と
い
う
形
に
な

っ
た
。
会
長
と
し
て
ま
ず
力
を

入
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
経
営
面
だ
け
で
な
く
精
神
的

に
も
大
き
く
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
し
ま
っ
た
宿
泊
観
光
事
業
者

の
自
信
を
取
り
戻
さ
せ
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
自
ら
の
仕
事

の
矜
持

き
ょ
う
じ

を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ

っ
た
。
わ
が
国
が
観
光
立
国
を

目
指
す
中
、
宿
泊
観
光
産
業
は

基
幹
産
業
に
な
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
し
、
そ
れ
だ
け
大
き
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
産
業
で

あ
る
、
と
い
う
大
き
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
繰
り
返
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
発
出
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
１
月
１
日

に
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た
。

発
災
後
、
事
務
局
の
亀
岡
専
務

理
事
、
原
田
事
務
局
長
を
中
心

に
２
日
か
ら
事
務
局
に
詰
め

て
、
私
も
４
日
に
は
上
京
し
、

情
報
収
集
や
国
会
議
員
の
先
生

方
、
各
省
庁
に
出
向
く
な
ど
対

応
に
追
わ
れ
た
。

―
―
正
月
休
み
も
ほ
と
ん
ど

な
い
状
況
だ
っ
た
。

新
年
早
々
の
災
害
で
、
ま
さ

か
と
い
う
思
い
だ
っ
た
が
、
会

長
で
あ
る
私
自
身
も
宿
泊
観
光

産
業
の
底
力
を
改
め
て
見
た
気

が
し
た
。

発
災
し
て
４
～
５
日
や
１
週

間
た
つ
と
、
被
害
状
況
が
徐
々

に
分
か
っ
て
き
た
。
亡
く
な
っ

た
方
が
お
ら
れ
る
し
、
体
育
館

な
ど
に
１
次
避
難
を
し
て
い
る

方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。

国
会
議
員
の
先
生
方
や
関
係

省
庁
か
ら
、
こ
の
避
難
を
し
て

い
る
方
々
を
旅
館
・
ホ
テ
ル
で

受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
要
望
が

あ
っ
た
。
事
務
局
で
調
整
し
、

合
計
で
１
万
１
５
０
０
人
分
の

部
屋
を
近
県
や
三
大
都
市
圏
で

確
保
で
き
た
。
協
力
い
た
だ
い

た
組
合
員
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
皆

さ
ま
に
は
、
自
ら
被
災
し
な
が

ら
も
宿
泊
観
光
事
業
者
と
し
て

の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
そ
の

姿
勢
に
は
、
改
め
て
敬
意
を
表

し
た
い
。

先
日
は
山
代
温
泉（
石
川
県
）

の
、あ
る
旅
館
に
お
邪
魔
し
て
、

社
長
に
話
を
伺
っ
た
。
ピ
ー
ク

時
に
３
５
０
人
ほ
ど
の
被
災
者

を
受
け
入
れ
た
と
い
う
。
同
業

者
と
し
て
本
当
に
頭
の
下
が
る

思
い
だ
。

―
―
近
年
は
自
然
災
害
が
増

え
、
全
旅
連
も
そ
の
都
度
、
被

災
者
受
け
入
れ
の
対
応
を
し
て

い
る
。

い
わ
ゆ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
や
、
災
害
関
連
死
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
特
に
高
齢
の

方
や
体
の
不
自
由
な
方
、
妊
婦

さ
ん
な
ど
の
２
次
避
難
所
と
し

て
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
客
室
を

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

―
―
先
日
は
観
議
連
（
自
民

党
観
光
産
業
振
興
議
員
連
盟
）

の
メ
ン
バ
ー
と
能
登
の
被
災
地

を
訪
問
し
た
。

全
旅
連
青
年
部
、
Ｊ
Ｋ
Ｋ

（
女
性
経
営
者
の
会
）
、
日
本

旅
館
協
会
な
ど
関
係
団
体
と
と

も
に
義
援
金
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、一
定
数
が
集
ま
っ
た
た
め
、

前
会
長
の
多
田
さ
ん
が
い
る
和

倉
温
泉
な
ど
に
伺
っ
た
。
正
直

申
し
上
げ
て
建
物
な
ど
も
ま
だ

手
付
か
ず
。
営
業
し
た
く
て
も

で
き
な
い
状
態
だ
。
現
地
の
方

は
本
当
に
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
の
だ
と
肌
で
感
じ
た
。

―
―
和
倉
の
旅
館
組
合
は
雇

用
や
建
物
の
問
題
な
ど
５
項
目

を
議
連
に
要
望
し
た
。

当
日
は
そ
の
後
、
石
川
県
庁

に
出
向
き
、
馳
知
事
と
も
お
会

い
し
た
。
全
旅
連
と
し
て
も
地

域
の
復
興
に
向
け
て
ど
う
い
う

お
手
伝
い
が
で
き
る
の
か
な

ど
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

■

■

―
―
業
界
を
取
り
巻
く
大
き

な
問
題
に
人
手
不
足
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
業
界
だ
け
で
は

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
叫
ば

れ
て
い
る
問
題
だ
。
わ
が
国
の

労
働
力
人
口
が
減
少
し
て
い
く

中
で
は
、
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
宿
泊
４
団
体
で
設
立
し
た

宿
泊
業
技
能
試
験
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
を
全
旅
連
と
し
て
も

全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
。

―
―
海
外
の
学
生
と
日
本
の

宿
泊
施
設
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
各
地
で
行
う
よ
う

だ
。全

旅
連
と
し
て
も
、
宿
泊
分

野
の
特
定
技
能
制
度
の
周
知
に

係
る
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
を
開
催

し
、
国
内
外
に
お
け
る
特
定
技

能
宿
泊
試
験
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実

施
し
た
り
、
宿
泊
施
設
、
人
材

会
社
、特
定
技
能
在
留
資
格
者
、

三
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
く
。
ま
ず
、
７

月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
実
施
。
今
後
も
ア
ジ
ア

各
国
で
予
定
し
て
い
る
。

―
―
今
は
円
安
も
あ
り
、
日

本
で
働
く
こ
と
の
優
位
性
が
薄

れ
て
き
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
日
本

で
働
く
外
国
人
の
方
が
家
族
へ

の
送
金
を
、
レ
ー
ト
の
関
係
で

今
ま
で
の
よ
う
に
で
き
な
く
な

っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
。

日
本
で
働
く
こ
と
で
、
日
本

な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
お
も

て
な
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

学
べ
る
の
だ
、
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

相
手
を
思
い
や
り
、
先
読
み

を
し
て
、
つ
か
ず
離
れ
ず
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
と
い
う
、
日
本

な
ら
で
は
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
、
海
外
か
ら
働
き
に
来
た
人

に
学
ん
で
も
ら
い
、
自
国
に
帰

っ
た
時
に
生
か
し
て
も
ら
い
た

い
。―

―
外
国
人
は
も
と
よ
り
、

日
本
人
の
若
者
に
も
業
界
で
働

く
こ
と
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
必
要
が
あ
る
。

全
旅
連
青
年
部
が
学
観
連

（
日
本
学
生
観
光
連
盟
）
と
コ

ラ
ボ
を
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
「
宿
フ
ェ
ス
」
で
日
本
の

旅
館
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、

「
旅
館
甲
子
園
」
で
旅
館
で
働

く
こ
と
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
り
も
し
て
い
る
。

都
道
府
県
の
旅
館
ホ
テ
ル
組

合
で
も
同
様
の
動
き
が
あ
り
、

沖
縄
県
の
組
合
で
は
旅
館
・
ホ

テ
ル
の
仕
事
を
若
い
人
や
子
供

た
ち
に
紹
介
す
る
冊
子
を
作
成

し
て
い
る
。
私
の
地
元
の
福
岡

県
の
組
合
で
も
冊
子
を
作
っ

た
。―

―
雇
用
の
確
保
に
は
賃
金

や
休
日
の
問
題
も
あ
る
。

観
光
庁
の
高
付
加
価
値
化
事

業
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
が
客
室
や
パ
ブ
リ

ッ
ク
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
後
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
も
増
え
て
お
り
、

宿
泊
単
価
が
徐
々
に
上
が
っ
て

い
る
。
こ
の
上
が
っ
た
分
を
働

い
て
い
る
人
た
ち
に
還
元
す
る

こ
と
だ
。

休
日
に
つ
い
て
は
、
最
近
は

全
館
を
休
業
に
す
る
施
設
も
出

て
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
で
休
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
経
験
か

ら
、
閑
散
期
に
は
思
い
切
っ
て

３
～
４
日
休
ん
で
、
そ
の
間
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
、
従
業

員
に
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
も
ら

う
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

今
後
、
増
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。

■

■

―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
受
け
た

「
ゼ
ロ
・
ゼ
ロ
融
資
」
の
返
済

が
始
ま
っ
て
い
る
。
計
画
通
り

返
済
が
進
む
か
ど
う
か
。

全
旅
連
の
金
融
対
策
・
経
営

改
善
委
員
会
で
、
企
業
再
生
に

取
り
組
む
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

先
生
な
ど
を
呼
ん
で
勉
強
を
し

て
い
る
。
今
後
、
委
員
会
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
て
、
「
こ
の

よ
う
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
す
よ
」
と
、
い
く
つ
か
の

選
択
肢
を
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

お
示
し
し
た
い
。

―
―
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解

決
に
は
政
治
と
の
関
わ
り
が
欠

か
せ
な
い
。
新
体
制
と
な
っ
た

観
議
連
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
。今

年
１
月
、
新
会
長
に
就
任

さ
れ
た
岩
屋
毅
先
生
は
大
分
県

別
府
の
出
身
。
観
光
地
、
温
泉

地
の
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
今
回
の
能
登
半

島
地
震
に
際
し
て
も
、
被
災
者

を
受
け
入
れ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル

へ
の
支
弁
金
を
上
げ
て
い
た
だ

い
た
り
、
北
陸
応
援
割
の
実
施

や
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措

置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

頂
い
た
。
今
後
も
引
き
続
き
ご

指
導
を
願
い
た
い
。

―
―
「
温
泉
文
化
」
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
つ

い
て
。
全
旅
連
は
推
進
協
議
会

の
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
。
今

後
は
ど
う
活
動
を
。

機
運
の
醸
成
が
今
、
一
番
注

力
し
て
い
る
取
り
組
み
だ
。

賛
同
を
い
た
だ
く
署
名
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
署
名
の
１
人

目
を
２
月
の
「
宿
フ
ェ
ス
」
で

菅
義
偉
元
首
相
に
行
っ
て
も
ら

っ
た
。

登
録
を
応
援
す
る
知
事
の
会

の
山
本
一
太
事
務
局
長
、
群
馬

県
知
事
は
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩

の
時
代
か
ら
、
全
旅
連
と
は
非

常
に
濃
い
つ
き
あ
い
を
し
て
お

り
、
今
回
の
件
で
も
「
一
緒
に

や
っ
て
い
こ
う
」
と
声
を
頂
い

て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
事
あ
る
ご
と

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
声
を

上
げ
、
登
録
に
向
け
て
の
機
運

を
高
め
て
い
き
た
い
。

―
―
登
録
の
意
義
に
つ
い

て
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

温
泉
地
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
で

働
く
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
仕

事
に
さ
ら
に
誇
り
を
持
て
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
が
一
番
だ
ろ

う
。

わ
が
国
の
温
泉
文
化
の
本
質

を
世
界
的
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
多
く
の

外
国
人
の
方
に
日
本
の
温
泉
に

訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ

が
国
の
温
泉
文
化
は
地
域
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
る
の
も

大
き
な
価
値
の
一
つ
で
あ
る
の

で
、
全
国
津
々
浦
々
の
温
泉
に

訪
れ
て
も
ら
い
た
い
。

温
泉
文
化
の
ユ
ネ
ス
コ
登
録

を
ぜ
ひ
と
も
実
現
さ
せ
た
い
。

■

■

―
―
全
旅
連
の
青
年
部
、
Ｊ

Ｋ
Ｋ
（
女
性
経
営
者
の
会
）
と

の
連
携
は
。

も
と
も
と
私
は
青
年
部
出
身

で
、
青
年
部
長
も
経
験
し
て
い

る
。
青
年
部
に
つ
い
て
は
、
わ

れ
わ
れ
宿
泊
観
光
産
業
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て

真
摯

し
ん
し

に
向
き
合
い
、
仲
間
同
士

侃
々

か
ん
か
ん

諤
々

が
く
が
く

の
議
論
を
行
い
、
業

界
の
未
来
を
創
っ
て
い
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
塚
島
部
長
を
中

心
に
、
本
当
に
頑
張
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｋ
Ｋ
は
小
原
健
史
元
会
長

の
お
声
が
け
で
発
足
し
て
、
今

年
で

年
。
会
員
が
徐
々
に
増

え
、
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
と

目
線
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
業
界
の
大

き
な
力
に
な
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
る
。

業
界
発
展
の
た
め
に
、
と
も

に
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

―
―
全
国
大
会
が
６
月


日
、
札
幌
で
開
か
れ
る
。
組
合

員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

１
０
２
回
目
を
数
え
る
全
国

大
会
。
私
を
日
々
、
助
け
て
い

た
だ
い
て
い
る
会
長
代
行
の
西

海
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
る
北

海
道
の
組
合
が
鋭
意
準
備
を
進

め
て
い
る
。

式
典
で
は
先
ほ
ど
話
に
出
た

温
泉
文
化
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
へ
の
登
録
実
現
や
、
人

手
不
足
へ
の
対
応
な
ど
、
業
界

を
取
り
巻
く
諸
問
題
の
解
決
に

向
け
て
、
一
致
団
結
し
て
取
り

組
む
と
い
う
大
会
決
議
を
採
択

す
る
予
定
だ
。

６
月
は
梅
雨
の
時
期
だ
が
、

北
海
道
は
梅
雨
も
な
く
、
最
も

過
ご
し
や
す
い
時
期
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。
ぜ
ひ
、
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
た

い
。



年　第回

全旅連全国大会

令和６年６月日（水）

令和６年６月日（火）
通常総会・前夜祭　定山渓万世閣ホテルミリオーネ

会長　井上　善博
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会

会長あいさつ

北海道ホテル旅館生活衛生同業組合理事長　西海　正博
第回全旅連全国大会実行委員長

実行委員長あいさつ

ＨＯＫＫＡＩＤＯin

式典・懇親会　札幌パークホテル

（４）第３２２４号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）６月１０日（月曜日）

全国大会が開かれる札幌市のシンボル「さっぽろテレビ塔」

　第回全旅連全国大会の開催にあたり、全国の組合員の皆様にご挨拶申し上げます。まずはじめに、この場
をお借りして、本年元旦に発生した能登半島地震でお亡くなりになられた方々に謹んでお悔やみ申し上げますと
ともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。また、被災した宿泊施設、地域への支援策については、
全旅連としても関係議員、関係省庁の皆様に被災地の現状を踏まえた支援の必要性を訴えてまいりましたが、
「なりわい再建支援事業」による施設等の復旧費用の補助、風評対策としての「北陸応援割」の実施、などを実
現して頂きました。関係者の皆様には厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年６月に第代全旅連会長に就任してから早一年が経過しました。コロナ禍で蒸発してしまったイン
バウンド需要が、今年に入ってからは単月で過去最高の万人を超える数字を記録するなど、宿泊観光業界全
体を取り巻く環境は、今、追い風が吹いていると言えます。個々の地域、そして、宿泊施設によって状況は様々
なことは承知していますが、今をおいて業界改革を進める機会は他にないと考えています。
　我々宿泊観光産業が抱える課題は、生産性・収益性の向上、人手不足問題への対応、頻発する自然災害への対
応など、どれも一筋縄ではいかないものばかりです。しかし、こうした課題を着実に解決していき、宿泊観光産
業が持続可能で稼げる産業へと変革し、そして、業界全体の地位向上を図ることは、絶対に成し遂げなければい
けません。それは決して楽な道のりではなく、道半ばでは様々な困難を伴うでしょう。しかし、この業界にはど
んな困難をも乗り越える底力があると私は確信しています。そんな底力を私が見たのが、能登半島地震における
業界全体の対応でした。
　能登半島地震では、我々の仲間の宿泊施設も数多く被災しました。しかし、こうした被災した宿泊施設におい
ては、自らが苦しい状況ながらも、避難者の受け入れを行うなど、宿泊施設としての社会的使命を必死に果たそ
うとしていました。また、被災地域外の宿泊施設においても、二次避難者の受入れの協力表明するとともに、被
災した宿泊施設を助けるための義援金などの支援活動を積極的に行いました。まさにこれが、我々宿泊観光業界
の底力に他ならないのではないでしょうか。
　私は全旅連会長に就任以来「宿泊観光産業を我が国の基幹産業に」、「宿を核とした地方創生の実現を」とい
うことを申し上げてまいりました。これは、我が国が観光立国を目指す中においては、我々宿泊観光業界の果た
すべき社会的責任です。引き続き、私は、宿泊観光業界の改革、そして発展のために全力で取り組んでまいりま
す。
　また、温泉文化の価値を国内外に広め、観光資源・文化資源としての魅力を高めていくため、今、「温泉文化」
のユネスコ無形文化遺産登録に向けた取組が進められています。全旅連としてもその取組に全面的に協力してま
いります。

　第回全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会の全国大会が年振りに札幌で開催するにあたり、全国

から大勢の組合員の皆様にご参集いただき、ここ札幌市にお迎えできますことは、北海道ホテル旅館生活衛

生同業組合を代表し、改めて心より歓迎の意を申し上げます。

　宿泊業界を取り巻く環境は、３年にわたるコロナ禍を経験し経営の不況下にあり、今なお混迷の極にあり

ます。国内旅行もインバウンドも穏やかな回復の兆しは見えてきておりますが、この３年間のブランクを取

り戻すことは並大抵のものではありませんし、不安材料が無くなった訳でもありません。

　本日、ここに全国の仲間が一堂に結集し、私たち宿泊業界の将来像を真剣に考え、健全な競争基盤の維持

と組織の力で、組合員の意識と地位の向上を更に築き上げるとともに、業界自らが懸命な経営努力を積み重

ね、今こそ組合組織の活性化と一層の組合員相互の連帯感を高めて行かなければならない重要な時であると

考えます。

　北海道の６月は花が一斉に咲き誇る緑豊かな季節です。長い冬を終えた北の大地「北海道」が春から夏に

向けて大いに盛り上がりを見せ、野も山も明るい新緑に染まり、ライラックやスズランが咲き誇る素晴らし

い季節であります。さらに、新鮮で美味な山海の珍味に恵まれた数々の食の資源があります。そして道内各

地には豊富な温泉があり、その温泉を「温泉文化のユネスコ無形文化遺産登録」に向けた活動が今繰り広げ

られているところです。

　是非、この機会に道内各地を観光し北海道の個性豊かな文化・歴史を堪能していただき、意義ある思い出

深い北海道大会になるよう願ってやみません。

　なお、今回のテーマである「新たな旅のステージ」に向かって、この北海道大会が新しい観光の時代へと

向かって、希望と活力を沸き立たせる大会になればと心から念じております。

　結びに、本大会へのご参集に重ねて御礼申し上げると共に、皆様のご健勝と益々のご繁栄を祈念して、歓

迎のご挨拶といたします。

函
館
山
か
ら
の
夜
景
（
函
館
市
）

知
床
観
光
船
（
斜
里
町
）

青
い
池
（
美
瑛
町
）



「
早
期
の
復
旧
へ
最
大
限
の
支
援
を
」

能
登
半
島
地
震
か
ら
５
ヵ
月
、現
地
の
状
況
多
田
計
介
・
石
川
県

旅
組
理
事
長
に
聞
く

●全旅連全国大会特集（３～５面）

第

回「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞
」

全旅連主催

厚
労
大
臣
賞
に「
一
の
坊
」

表
彰
式
を
６
月

日
の
全
国
大
会
で

外国人材の雇用促進に向けた

宿泊施設のためのジョブフェア＆マッチングイベント実施

インドネシア・ジャカルタで
全旅連

７月２～３日 参加者募集中

全
旅
連
は
７
月
２
～
３
日
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
材
雇
用
の

た
め
の
宿
泊
施
設
向
け
「
ジ
ョ

ブ
フ
ェ
ア
＆
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
」
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ

ャ
カ
ル
タ
市
で
開
催
す
る
。
６

月

日
ま
で
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

７
月
２
日
は
午
前
８
時

分

受
け
付
け
開
始
。
９
時
か
ら
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
関
係
者
を
交

え
て
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、
９
時


分
か
ら
「
今
後
の
特
定
技
能
」

に
つ
い
て
宿
泊
業
技
能
試
験
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
、


時
か
ら
日
本
の
宿
泊
施
設
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
語
教
育
機

関
、
人
材
送
り
出
し
企
業
と
の

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
（
意
見
交
換
）

を
行
う
。

午
後
は
１
時

分
か
ら
「
宿

泊
業
の
魅
力
」
に
つ
い
て
、
全

旅
連
青
年
部
労
務
人
材
担
当
副

部
長
、
菅
原
真
太
郎
氏
ら
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
、
２
時
か
ら
日
本

の
宿
泊
施
設
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
。７

月
３
日
は
午
前
９
時
か
ら

「
宿
泊
業
の
魅
力
」に
つ
い
て
、

全
旅
連
青
年
部
労
務
人
材
委
員

会
委
員
長
の
小
川
尊
也
氏
ら
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
、
９
時

分
か

ら
宿
泊
施
設
と
学
生
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
。
な
お
、
一
部

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
庁
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
。

午
後
、
全
旅
連
は
希
望
者
を

募
り
バ
リ
島
に
移
動
し
、
現
地

の
日
本
語
学
校
を
視
察
す
る
。

現
地
集
合
、
現
地
解
散
。
参

加
費
は
無
料
だ
が
、
飛
行
機
、

宿
は
参
加
者
の
自
己
手
配
と
な

る
。
全
旅
連
は
往
路
の
航
空
便

に
つ
い
て
、
羽
田
空
港
１
日
午

前

時

分
発
（
ジ
ャ
カ
ル
タ

午
後
５
時

分
着
）
の
ガ
ル
ー

ダ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
航
空
の
利

用
を
推
奨
し
て
い
る
。

参
加
申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
全
旅

連
☎
０
３
（
３
２
６
３
）
４
４

２
８
。

（５） 第３２２４号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）６月１０日（月曜日）

全
旅
連
前
会
長
で
石
川
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
理
事
長
、
同
県
和
倉
温
泉
「
ゆ
け
む
り
の
宿
美
湾
荘
」
会

長
の
多
田
計
介
氏
に
能
登
半
島
地
震
か
ら
５
カ
月
後
の
現
在

の
状
況
を
聞
い
た
。
（
森
田
淳
）

地
震
が
あ
っ
た
１
月
１
日
、

午
後
４
時

分
ご
ろ
は
ス
タ
ッ

フ
が
食
事
の
準
備
を
す
る
前
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
案
内
が
中
心

だ
っ
た
。
年
末
年
始
な
の
で
ほ

ぼ
満
館
。
社
員
が
フ
ル
パ
ワ
ー

で
出
勤
し
て
い
た
。

相
当
な
揺
れ
の
中
で
、
お
客

さ
ま
を
避
難
誘
導
し
た
。
物
が

落
ち
て
き
た
り
、
足
を
取
ら
れ

た
り
す
る
中
で
の
避
難
だ
っ
た

が
、
奇
跡
的
に
従
業
員
も
含
め

て
１
人
の
け
が
も
な
く
、
お
客

さ
ま
を
誘
導
で
き
た
。
社
員
が

フ
ル
に
出
勤
し
て
お
り
、
誘
導

の
手
が
多
か
っ
た
こ
と
が
結
果

的
に
は
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

お
客
さ
ま
は
公
民
館
や
小
学

校
の
避
難
所
で
一
夜
を
過
ご
し

て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
何
日
か

掛
か
っ
た
方
も
い
る
が
無
事
に

お
帰
り
い
た
だ
い
た
。

奥
能
登
は
死
者
が
数
百
人
も

出
て
大
変
な
状
況
だ
が
、
和
倉

は
不
幸
中
の
幸
い
で
そ
こ
ま
で

は
至
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、今
回
の
震
災
は
、和
倉

温
泉
と
い
う
一
つ
の
コ
ロ
ニ
ー

を
全
滅
さ
せ
た
、
歴
史
的
に
も

あ
ま
り
類
を
見
な
い
も
の
だ
。

耐
震
改
修
済
み
で
躯
体
は
無
事

で
も
中
の
備
品
が
被
害
を
受
け

た
。
七
尾
の
水
道
は
県
水
で
手

取
川
か
ら
引
い
て
い
る
の
だ

が
、
そ
の
パ
イ
プ
が
や
ら
れ
て

復
旧
に
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か
っ

た
。
各
施
設
ま
で
の
上
下
水
道

も
復
旧
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

建
築
や
通
信
な
ど
、
復
興
関

係
の
人
々
の
受
け
入
れ
に
わ
れ

わ
れ
は
手
を
挙
げ
た
。
水
道
が

復
旧
し
て
い
な
い
中
で
も
皆
さ

ん
は
サ
バ
イ
バ
ー
で
、
必
要
な

も
の
は
全
て
自
分
た
ち
で
調
達

す
る
。
皆
さ
ん
か
ら
は
、
車
中

泊
や
テ
ン
ト
泊
が
当
た
り
前
な

と
こ
ろ
を
、
旅
館
の
中
で
雨
露

し
の
げ
る
だ
け
で
も
助
か
る
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

温
泉
は
「
湯ゆ

壺つ
ぼ

」
の
復
旧
が

早
か
っ
た
が
、
各
旅
館
に
行
き

届
く
ま
で
は
施
設
に
よ
り
差
が

あ
っ
た
。
当
館
は
、
温
泉
は
来

て
い
る
が
水
道
が
復
旧
し
て
い

な
い
た
め
、大
浴
場
が
使
え
ず
、

従
業
員
用
の
風
呂
を
復
興
の
方

々
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。当

館
は
、
増
築
部
分
は
新
耐

震
基
準
で
建
て
た
た
め
被
害
は

な
い
も
の
の
、
古
い
建
物
が
被

害
を
受
け
た
。
建
て
替
え
を
行

う
こ
と
に
し
、
こ
の
夏
に
解
体

を
始
め
、
そ
れ
か
ら
工
事
に
着

手
す
る
。
完
成
ま
で
２
年
は
か

か
る
見
通
し
だ
。
そ
れ
ま
で
営

業
は
難
し
く
、
復
興
関
係
の
方

々
の
受
け
入
れ
を
引
き
続
き
行

う
。５

月

日
に
観
議
連
（
自
民

党
観
光
産
業
振
興
議
員
連
盟
）

の
先
生
方
が
お
見
舞
い
に
来
ら

れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
で
要

望
を
行
っ
た
。
一
つ
は
な
り
わ

い
再
建
支
援
補
助
金
に
つ
い

て
。
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業

の
施
設
や
設
備
復
旧
に
国
が
４

分
の
３
を
補
助
す
る
の
だ
が
、

上
積
み
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
上
限

億
円
で
は
、

大
き
な
施
設
で
は
建
物
を
壊

す
、
建
て
る
、
整
備
す
る
と
、

全
て
の
こ
と
が
で
き
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
最
大
限
の
こ
と

を
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
を

し
た
と
こ
ろ
だ
。

金
沢
や
加
賀
温
泉
郷
の
方
も

声
を
上
げ
て
い
た
だ
く
が
、
石

川
県
の
観
光
は
能
登
も
含
め
た

セ
ッ
ト
で
成
立
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
奥
能
登
を
含
め
た

広
域
を
早
期
に
復
旧
さ
せ
な
い

と
い
け
な
い
。

そ
し
て
今
回
の
こ
と
を
て
こ

に
、
新
た
な
展
開
を
考
え
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
ま
で
は

バ
ブ
ル
を
引
き
ず
っ
て
、
平
日

も
多
く
の
部
屋
を
埋
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
苦
し
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
時
代
が
変
わ
っ

て
い
る
。
団
体
に
軸
を
置
く
と

こ
ろ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
大
半
が
個
人
化
対
応
に
進

む
だ
ろ
う
。
実
際
、
当
館
も
建

て
替
え
に
当
た
り
、
客
室
を


ほ
ど
減
ら
す
予
定
だ
。
こ
れ
に

よ
り
少
な
い
人
員
で
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
る
し
、
団

体
で
は
頂
け
な
か
っ
た
よ
う
な

単
価
を
頂
け
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。

能
登
は
い
ず
れ
、
復
興
宣
言

を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

が
い
つ
に
な
る
か
。
建
物
の
解

体
や
設
計
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
、
ま
だ
全
て
出
て
い
な
い
状

況
だ
。
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と

で
何
よ
り
社
員
が
安
心
す
る
。

早
く
め
ど
が
立
て
ば
い
い
と
思

っ
て
い
る
。

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措

置
は
前
回
の
コ
ロ
ナ
の
時
に
比

べ
て
上
限
が
低
く
な
っ
て
い

る
。
前
回
は
国
が
営
業
自
粛
を

要
請
し
た
、
今
回
は
天
災
だ
と

い
う
違
い
が
あ
る
と
い
う
が
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
つ
い
て
寂

し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
離
職
し

た
社
員
を
再
び
呼
び
戻
す
こ
と

は
難
し
い
。
こ
の
点
も
先
生
方

に
要
望
し
た
と
こ
ろ
だ
。

和
倉
は
旅
館
が

軒
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
再
生
ま
で
１
～
２

年
か
か
る
。
廃
業
す
る
施
設
は

組
合
員
の
中
に
は
い
な
い
よ
う

だ
が
、
欠
け
な
い
よ
う
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
と
今
、
励
ま
し
合

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

石
川
県
の
「
北
陸
応
援
割
」

は
５
月
の
連
休
明
け
か
ら
延
長

さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ａ
（
全
国
旅
行
業
協
会
）

と
と
も
に
県
の
担
当
者
に
会
っ

た
と
こ
ろ
、
第
２
弾
も
予
定
し

て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

能
登
は
今
回
は
外
れ
て
い
る

が
、
復
興
の
暁
に
は
別
枠
で
し

っ
か
り
対
応
す
る
と
い
う
話
も

聞
い
た
。
こ
れ
ら
の
県
の
取
り

組
み
に
期
待
し
て
い
る
。

観
議
連
の
岩
屋
会
長
ら
が
和

倉
温
泉
を
視
察
。
多
田
理
事

長（
右
端
）が
現
状
を
説
明
、

復
旧
に
向
け
た
支
援
を
要
請

し
た
（
５
月

日
）

選考委員会による審査（５月日、全国旅館会館）

全
旅
連
が
主
催
す
る
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿

づ
く
り
賞
」
の
受
賞
者
が
こ

の
ほ
ど
決
ま
っ
た
。
最
高
賞

の
厚
生
労
働
大
臣
賞
は
株
式

会
社
一
の
坊
、
全
旅
連
会
長

賞
は
ひ
な
の
宿
ち
と
せ
・
酒

の
宿
玉
城
屋
が
受
賞
。
表
彰

式
は
全
旅
連
第
１
０
２
回
全

国
大
会
の
席
上
行
う
。

賞
は
全
国
各
地
の
旅
館
ホ

テ
ル
組
合
、
組
合
員
旅
館
・

ホ
テ
ル
が
主
催
、
参
加
す
る

活
動
の
中
で
、
高
齢
者
を
は

じ
め
、
全
て
の
人
に
優
し
い

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
活
動

を
表
彰
す
る
も
の
。
今
回
は


件
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
有
識

者
ら

人
で
組
織
す
る
選
考

委
員
会
（
委
員
長
＝
橋
本
俊

哉
・
立
教
大
学
観
光
学
部
教

授
、
工
学
博
士
）
に
よ
る
採

点
、
審
議
で
各
賞
を
決
定
し

た
。厚

生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
株
式
会
社
一
の
坊
は
、

松
島
、
作
並
な
ど
東
北
、
宮

城
県
で
複
数
の
温
泉
宿
を
運

営
。
経
営
者
、
全
社
員
が
省

エ
ネ
や
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
な

ど
、
「
地
球
環
境
に
優
し
い

取
り
組
み
」を
進
め
て
い
る
。

今
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た

温
泉
廃
熱
を
利
用
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、

既
存
設
備
の
省
エ
ネ
改
修
、

設
備
運
用
の
工
夫
な
ど
で
、

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
２
０

２
３
年
度
省
エ
ネ
大
賞
」
で

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
し
た
。

全
旅
連
会
長
賞
は
、
ひ
な

の
宿
ち
と
せ
（
新
潟
県
松
之

山
温
泉
）
、
酒
の
宿
玉
城
屋

（
同
）
の
２
軒
の
コ
ラ
ボ
事

業
が
受
賞
し
た
。
２
軒
は
地

元
出
身
の
シ
ェ
フ
の
協
力
を

得
て
、
里
山
の
象
徴
で
あ
る

ブ
ナ
林
で
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
」

を
開
催
。
里
山
資
源
の
価
値

向
上
、
高
付
加
価
値
化
を
図

っ
て
い
る
。

観
光
経
済
新
聞
社
社
長
賞

は
、
地
元
の
高
齢
者
に
旅
館

の
宴
会
場
で
「
カ
ラ
オ
ケ
健

康
体
操
」
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
地
域
貢
献
事
業
を
行
っ
た

愛
媛
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
が
受
賞
し
た
。


